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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、
ロ
シ
ア
に
所
在
す
る
日
本
関
係
史
料
の
系
統
的
な
調
査
・
研
究
と
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
も
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
・
同
海
軍
文
書
館
・
ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
か
ら
研
究
者
招
聘
を
お
こ
な
い
、
五
月
末
に
東
京
で
国
際
研
究
集
会
を
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
全
世
界
的
な
大
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
旦
一
〇
月
二
七
日
に
延
期

し
た
。
さ
ら
に
、
対
面
で
の
研
究
会
は
中
止
し
、「
誌
上
開
催
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
通
算
二
〇
回
目
の
国
際
研
究
集
会
で
あ
る
。

今
回
は
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
長
を
四
月
に
退
任
さ
れ
た
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
前
館
長
か
ら
、
同
文
書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
ロ

シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
ワ
レ
ン
チ
ン
・
ス
ミ
ル
ノ
フ
館
長
に
は
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
日
本
地
図
作
成
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の

ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
に
は
、
同
研
究
所
が
所
蔵
す
る
和
人
と
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
と
の
二
冊
の
交
易
帳
簿
に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
三
報
告
を
以
下
に
収
録
す
る
。
な
お
、
本
研
究
集
会
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
主
催
す
る
と
と
も
に
、
在
外
日
本
関
係
史
料
調
査
事
業
（
Ｕ
Ａ
Ｉ
関
係
事
業
）
の
一
環
と
し
て
日
本
学
士

院
が
共
催
に
加
わ
っ
て
い
る
。

�

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷
徹
）

「
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」（
二
〇
二
〇
）
報
告

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
保
管
さ
れ
る
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
規
模
と
今
後
の

展
望
を
ご
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
我
が
文
書
館
の
歴
史
、
所
蔵
す
る
歴
史
文
書
の
量

や
質
、
内
容
を
簡
単
に
申
し
上
げ
た
い
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
は
ロ
シ
ア
連
邦
文
書
館
最
大
の
文
書
館
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
同
文
書
館
は
、
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
期
の
ロ
シ
ア
帝
国
最
高
・
中
央
機

関
の
フ
ォ
ン
ド
、
同
時
期
の
全
ロ
シ
ア
的
意
義
を
有
す
る
社
会
組
織
・
私
的
組
織
の

フ
ォ
ン
ド
、
同
様
に
個
人
起
源
（
氏
族
、
家
族
、
個
人
）
の
フ
ォ
ン
ド
、
総
計
一
三

六
八
の
フ
ォ
ン
ド
を
有
す
る
。
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
フ
ォ
ン
ド
の
構
成
は
、

研
究
集
会
報
告

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
文
書
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
コ
ピ
ー
利
用
の
試
み

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
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六
，五
六
七
，五
七
五
保
存
単
位
【единица хранения, 

フ
ァ
イ
ル
】
に
及
ぶ
。
ロ

シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
学
術
参
考
書
庫
に
は
、
四
二
万
点
以
上
の
書
籍
と
定
期
刊

行
物
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
様
々
な
省
、
そ
の
他
の

国
家
機
関
、
社
会
機
関
の
官
公
庁
出
版
物
か
ら
な
る
ロ
シ
ア
で
最
も
完
全
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
、
革
命
前
ロ
シ
ア
お
よ
び
一
連
の
西
欧

諸
国
家
の
歴
史
に
関
す
る
数
多
く
の
参
考
図
書
類
、
一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か

け
て
の
雑
誌
と
新
聞
、
特
別
歴
史
文
芸
書
、
お
よ
び
、
ロ
シ
ア
や
西
欧
の
稀
覯
古
印

刷
本
を
含
め
た
貴
重
品
も
収
納
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
文
書
保
管
庫
の
総
面
積
は
二
六
，〇
九
〇
・
三
平
方
メ

ー
ト
ル
、
文
書
保
管
書
架
の
棚
の
全
長
は
、
な
ん
と
二
二
〇
，〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

（
二
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
建
物
の
総
面
積
は
五
四
，四
六
四
平
方
メ
ー
ト

ル
（
建
物
は
四
棟
）。
土
地
の
総
面
積
は
四
〇
，五
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
フ
ォ
ン
ド
の
主
要
部
分
は
、
い
わ
ゆ
る
ロ
シ
ア
国
家

の
「
省
庁
時
代
」、
つ
ま
り
、
一
八
〇
二
年
か
ら
一
九
一
七
年
に
関
係
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
文
書
は
一
九
世
紀
初
頭
の
国
家
行
政
改
革
か

ら
一
九
一
七
年
一
〇
月
革
命
の
前
ま
で
の
「
新
時
代
」
の
軍
・
宗
教
関
係
で
は
な
い

ロ
シ
ア
の
内
政
文
官
行
政
史
を
反
映
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
史
料
の
一
部
は
そ
れ
よ
り
も
前
あ
る
い
は
後
の
時
期
を
も
カ
バ
ー
し

て
い
る
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
文
書
フ
ォ
ン
ド
群
の
始
ま
り
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝

治
世
時
に
お
か
れ
た
。

一
七
一
二
年
七
月
一
六
日
（
新
暦
七
月
二
七
日
）、
次
の
元
老
院
勅
令
が
採
択
さ

れ
た
。「
…
一
七
一
一
年
分
の
元
老
院
決
議
正
本
を
官
房
構
成
部
別
に
整
理
し
、
正

本
を
目
録
毎
に
分
け
、
秘
書
部
に
引
き
渡
す
べ
し
。」

同
勅
令
は
元
老
院
文
書
館
の
発
端
と
な
り
、
そ
れ
を
継
承
し
た
の
が
ロ
シ
ア
国
立

歴
史
文
書
館
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
、
我
が
文
書
館
は
今
日
の
名
称
、
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書

館
と
の
名
を
得
た
。
次
の
年
、
ロ
シ
ア
大
統
領
令
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書

館
は
ロ
シ
ア
連
邦
の
諸
民
族
の
文
化
遺
産
の
う
ち
特
に
貴
重
な
も
の
の
ひ
と
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

二
〇
〇
六
年
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
は
、
元
老
院
と
宗
務
院
の
建
物
か
ら
ザ

ネ
フ
ス
キ
ー
通
り
三
六
番
地
に
あ
る
新
し
い
専
用
の
建
物
に
移
転
し
た
。
最
適
な
保

存
状
態
を
担
保
し
な
が
ら
、
総
計
十
ヶ
月
と
い
う
最
短
期
間
で
移
転
し
終
え
た
こ
と

は
、
我
が
文
書
館
の
歴
史
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
な
っ
た
。

今
日
の
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
建
物
群
は
、「
理
想
的
な
文
書
館
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
実
現
し
た
。
建
物
群
割
り
当
て
の
た
め
に
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
地
区
が
選
択
さ
れ
た
。
文
書
館
の
建
物
ブ
ロ
ッ
ク
は
敷
地

内
に
機
能
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
複
合
施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
設
備
は
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
の
重
要
性
に
適
合
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
は
文
書
保
管
の
安
全
性
を
確
保
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

研
究
者
の
た
め
に
も
最
適
な
環
境
を
作
り
出
し
た
。
閲
覧
室
の
広
々
と
し
た
明
る
い

部
屋
に
は
、
原
本
の
文
書
を
扱
う
た
め
個
人
別
の
場
所
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
作
業

の
た
め
の
機
器
、
文
書
目
録
と
史
料
の
コ
ピ
ー
【
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
の
こ
と
】

閲
覧
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

文
書
館
の
敷
地
内
に
は
、
国
立
ロ
シ
ア
連
邦
文
書
館
の
二
個
の
展
示
ホ
ー
ル
の
ひ

と
つ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
定
期
的
に
ロ
シ
ア
史
の
各
分
野
の
歴
史
史
料
展
示
会
が

開
催
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
は
、
科
学
・
文
化
機
関
、
高
等
教
育
機

関
、
歴
史
学
界
の
代
表
と
実
り
豊
か
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
る
。
ロ
シ
ア
国
立
歴

史
文
書
館
の
研
究
、
お
よ
び
、
出
版
活
動
に
お
け
る
諸
課
題
を
調
整
す
る
学
術
評
議

会
は
常
設
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
は
、
国
家
の
記
憶
の
唯
一
無
二
の
保
官
庫
で
あ
り
、
学

術
研
究
と
啓
蒙
の
中
心
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、
ロ
シ
ア
に
と
り
、
い
く
ら
高
く
評
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価
し
て
も
評
価
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
文
書
館
の
主
要
な
任
務
は
、
我
が
祖
国
の

記
憶
と
伝
統
、
文
化
と
国
家
体
制
の
保
全
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
詳
細
に
述
べ
る
前

に
、
こ
の
大
々
的
な
事
業
に
い
か
な
る
目
的
と
任
務
が
存
す
る
べ
き
な
の
か
、
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
歴
史
文
書
原
本
の
保
管
を
担
保
す
る
目
的
で
の
文
書
史
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
で
あ
る
。

第
二
に
、
電
子
フ
ォ
ン
ド
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
遠
隔
操
作
を
含
め
、
幅
広
い
利

用
者
に
、
情
報
ア
ク
セ
ス
の
機
会
を
提
供
す
る
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
文
書
の
計
画
的
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
Ｂ
・
Ｎ
・
エ
リ
ツ

ィ
ン
名
称
大
統
領
図
書
館
【
Ｖ
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
国
立
図
書
館
】
と
の
協
力
で
、
二
〇
〇
七-

二
〇
〇
八
年
、

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
文
書
と
大
統
領
図
書
館
フ
ォ
ン
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
テ

ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
中
に
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
と
大
統
領
図
書
館
の
職

員
た
ち
は
、
大
掛
か
り
な
学
術
的
で
組
織
的
な
作
業
を
行
っ
た
。
目
的
は
、
ロ
シ
ア

国
家
体
制
、
な
に
よ
り
も
、
立
法
と
行
政
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
有
す
る
史
料
群

を
【
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
り
】
ス
キ
ャ
ン
す
る
た
め
に
選
択
す
る
こ
と

で
あ
る
。

第
一
段
階
で
、
七
五
〇
フ
ォ
ン
ド
の
構
成
と
内
容
が
分
析
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
か

ら
、
一
八-

二
〇
世
紀
初
頭
の
法
案
原
案
作
成
と
予
備
審
査
、
ロ
シ
ア
帝
国
内
の
最

高
行
政
機
関
、
地
方
行
政
機
関
、
部
門
・
産
業
別
専
門
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
の
権
能
、

最
高
行
政
機
関
と
中
央
行
政
機
関
の
相
互
関
係
等
に
関
す
る
情
報
を
内
容
と
し
て
持

つ
史
料
群
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
国
家
体
制
の
形
成
と
発
展
に
関
す
る
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書

館
の
文
書
史
料
の
目
録
が
作
成
さ
れ
、
共
同
作
業
の
第
一
段
階
で
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
計
画
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
二
五
フ
ォ
ン
ド
の
文
書
、
総
計
一
一
五
，〇
五
七
保

存
単
位
（
一
一
，九
一
六
，八
五
〇
リ
ス
ト
）
が
、
フ
ォ
ン
ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す

る
最
初
の
長
期
計
画
に
入
っ
た
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
組
成
に
入
っ
た
の

は
、
法
制
審
議
会
【
一
八
一
〇-

一
九
〇
六
】（
最
高
法
案
審
議
機
関
、
一
九
〇
六

年
か
ら
は
最
高
立
法
機
関
【
で
あ
る
参
議
院
、
一
九
〇
六-

一
九
一
七
】）
史
料
、

国
家
ド
ゥ
ー
マ
史
料
、
閣
僚
委
員
会
（
ロ
シ
ア
帝
国
最
高
行
政
機
関
、
一
八
〇
二-

一
九
〇
五
年
）
史
料
、
一
九
〇
五-

一
九
一
七
年
の
閣
僚
評
議
会
史
料
、
法
案
作
成

委
員
会
史
料
、
国
家
法
制
審
議
会
の
種
々
の
会
議
や
皇
帝
直
属
官
房
史
料
（
様
々
な

変
革
、
そ
の
他
の
再
編
計
画
の
件
）、
お
よ
び
、
個
々
の
地
域
行
政
に
関
す
る
最
高

委
員
会
、
例
え
ば
、
コ
ー
カ
サ
ス
委
員
会
、
シ
ベ
リ
ア
委
員
会
等
の
史
料
で
あ
る
。

同
様
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
は
、
一
八-

二
〇
世
紀
初
頭
間
の
勅
令
原
本

を
含
む
皇
帝
名
の
入
っ
た
勅
令
、
元
老
院
に
対
す
る
皇
帝
の
命
令
の
集
成
、
国
家
評

議
会
議
長
た
ち
や
議
員
た
ち
の
提
出
し
た
業
務
書
類
や
文
書
の
集
成
で
あ
る
。

紙
媒
体
の
文
書
群
以
外
に
、
フ
ィ
ル
ム
媒
体
の
歴
史
資
料
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
学
術
参
考
書
庫
の
フ
ォ
ン
ド
に

あ
る
三
〇
，〇
〇
〇
部
の
印
刷
物
の
ス
キ
ャ
ン
が
計
画
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ロ
シ
ア
国
家
の
歴
史
に
関
す
る
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の

史
料
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
内
の
歴
史
資
料
構
成

に
入
る
の
は
、
以
下
の
三
つ
の
文
書
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。

一
、
紙
媒
体
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
原
本
。

二
、
フ
ィ
ル
ム
媒
体
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
原
本
。

三
、
印
刷
物
。

現
在
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
史
料
の
一
部
が
ス
キ
ャ
ン
さ
れ
て
い
る
。
文

書
館
独
力
で
の
作
業
の
場
合
も
あ
る
。
我
が
館
は
作
業
の
た
め
に
適
切
な
機
器
も
所
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有
し
て
い
る
。
だ
が
、
圧
倒
的
大
部
分
は
、
大
統
領
図
書
館
の
要
請
で
、
外
部
機
関

に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

大
統
領
図
書
館
と
共
同
作
業
の
条
件
で
は
、
史
料
コ
ピ
ー
【
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー

タ
】
の
一
方
は
図
書
館
の
サ
ー
バ
ー
に
入
れ
ら
れ
、
他
方
は
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文

書
館
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

大
統
領
図
書
館
の
た
め
の
ス
キ
ャ
ン
は
二
〇
〇
八
年
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
品
質
向
上
の
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
文
書
ス
キ
ャ
ン

は
避
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

時
と
と
も
に
、
毎
年
の
ス
キ
ャ
ン
の
量
を
決
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
文
書
館
史

料
の
目
録
を
作
成
す
る
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
と
大
統
領
図
書
館
の
共
同
作
業

は
多
少
変
化
し
た
。
長
期
計
画
の
性
格
を
有
す
る
、
既
に
上
記
で
述
べ
た
計
画
と
並

ん
で
、
優
先
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
全
ロ
シ
ア
的
意
味
を
有
す
る
最
も
喫
緊
の
ロ
シ

ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
フ
ォ
ン
ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
計
画
の
検
討
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
例
え
ば
、
二
〇
一
一
年
農
奴
解
放
令
発
布
一
五
〇
周
年
に
関

連
し
て
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
はф.577

、
つ
ま
り
、
大
蔵
省
償
還
総
局
（
一

八
六
一-

一
八
九
五
年
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
た
。

差
し
迫
っ
た
現
代
の
問
題
、
た
と
え
ば
教
育
分
野
の
問
題
等
を
解
決
す
る
と
い
う

社
会
的
要
求
と
関
連
し
て
、
二
〇
一
三
年
一
月
か
ら
、ф.733

、
す
な
わ
ち
、
国
民

啓
蒙
局
（
一
八
〇
三-

一
九
一
七
）【
一
八
〇
二-

一
八
一
七
、
一
八
二
四-

一
九

一
七
】
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
他
に
も
、
最
も
焦
眉
の
特
別
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
の
枠
組
み
の
内
で
、

我
が
文
書
館
は
大
統
領
図
書
館
と
協
力
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
は
、
日

付
が
必
ず
し
も
ひ
と
つ
と
特
定
で
き
な
い
記
念
式
典
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
協
力
）
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
一
八
一
二

年
の
大
祖
国
戦
争
【
対
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
こ
と
】
二
〇
〇
年
周
年
記
念
、
Ｐ
・

Ａ
・
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
大

修
道
院
の
三
〇
〇
周
年
記
念
、
第
一
次
大
戦
開
始
一
〇
〇
周
年
記
念
等
に
向
け
た
、

テ
ー
マ
別
デ
ジ
タ
ル
化
が
実
現
し
た
。

二
〇
一
一
年
以
降
、
文
書
関
係
事
務
書
類
や
画
像
史
料
と
と
も
に
、
例
え
ば
、
傑

出
し
た
国
家
政
治
家
で
あ
る
Ｐ
・
Ａ
・
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
、
Ｓ
・
Ju
・
ウ
イ
ッ
テ
、
ロ

シ
ア
史
家
Ｎ
・
Ｍ
・
カ
ラ
ム
ジ
ン
、
Ｄ
・
Ｉ
・
イ
ロ
ヴ
ァ
イ
ス
キ
ー
、
Ｎ
・
Ｖ
・
カ

ラ
チ
ョ
ー
フ
、
Ｎ
・
Ｉ
・
コ
ス
ト
マ
ロ
フ
と
い
っ
た
、
個
人
起
源
の
フ
ォ
ン
ド
も
デ

ジ
タ
ル
化
計
画
に
組
み
込
ま
れ
始
め
た
。
内
務
省
史
料
や
農
務
省
史
料
内
の
画
像
史

料
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
元
老
院
文
書
の
地
図
や
製
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
量
部
分
も
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
。

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
史
料
の
選
択
は
次
の
基
準
に
の
っ
と
り
行
わ
れ
て
い
る
。

唯
一
無
二
で
特
に
貴
重
な
文
書
。

調
査
者
に
最
も
請
求
さ
れ
る
文
書
。

劣
化
が
ひ
ど
い
状
態
に
あ
る
文
書
。

二
〇
〇
八
年
か
ら
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
は
大
統
領
図
書
館
と
の
文
書
や
印

刷
出
版
物
の
ス
キ
ャ
ン
に
関
す
る
共
同
活
動
の
他
に
、
コ
ピ
ー
【
デ
ジ
タ
ル
画
像
】

の
受
け
入
れ
、
保
存
、
文
書
情
報
利
用
者
に
対
す
る
コ
ピ
ー
の
提
供
と
い
っ
た
、
大

規
な
事
業
に
も
と
り
か
か
っ
た
。
我
々
の
考
え
で
は
、
電
子
フ
ォ
ン
ド
利
用
の
実
用

化
な
し
に
は
、
文
書
ス
キ
ャ
ン
の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
く
、
こ
の
作
業
に
要

す
る
多
大
な
財
政
的
支
出
は
正
当
化
で
き
な
い
。
文
書
館
が
受
け
取
っ
た
コ
ピ
ー
は

閲
覧
室
で
調
査
者
に
利
用
さ
れ
る
。
す
で
に
コ
ピ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
っ
て
い

る
電
子
資
料
コ
ピ
ー
の
利
用
者
へ
の
提
供
も
同
様
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
か
ら
、
ス
キ
ャ
ン
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ラ
文
書
画
像
の
コ
ピ
ー
は
、
文
書

館
の
サ
ー
バ
ー
に
整
然
と
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
コ
ピ
ー
や
保
存
の
技
術
は
、
十
分
に

綿
密
に
考
察
さ
れ
、
不
可
欠
な
要
望
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
ス
キ
ャ
ン
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ラ
文
書
画
像
の
八
八
％
は
損
傷
な
し
に
Ｔ
Ｉ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
圧
縮
さ
れ
保
存
さ
れ
（
こ
の
「
損
傷
な
し
」
は
初
期
パ
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ラ
メ
ー
タ
の
九
八
％
が
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
の
質
を
指
す
）、
八
％
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

に
、
お
よ
そ
、
四
％
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
圧
縮
保
存
さ
れ
る
。

文
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
保
存
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
皆
、
Ｔ
Ｉ
Ｆ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
一
枚
ご
と
で
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
集
合
形
で
も
一
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
の
ジ
ェ
ー
ラ
文
書
画
像
の
各
頁
や
そ
れ
ぞ
れ
の

文
書
は
、
高
品
質
で
再
コ
ピ
ー
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
情
報
利
用
者

に
対
す
る
資
料
の
コ
ピ
ー
の
提
供
に
際
し
て
明
ら
か
に
利
点
と
な
り
、
一
方
、
日
常

的
に
文
書
館
の
閲
覧
室
で
そ
れ
ら
を
直
接
閲
覧
す
る
行
為
も
可
能
と
さ
せ
る
。

今
日
、
ス
ト
レ
ー
ジ
の
容
量
は
三
五
〇
Ｔ
Ｂ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
一
九

〇
Ｔ
Ｂ
は
、
シ
ス
テ
ム
と
コ
ン
テ
ン
ツ
が
保
管
さ
れ
て
使
用
さ
れ
、
一
方
一
六
〇
Ｔ

Ｂ
は
、
文
書
の
ス
キ
ャ
ン
の
集
約
次
第
で
、
近
い
将
来
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
三
、
四

年
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ス
ト
レ
ー
ジ
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
、
重
要
課
題
「
史
料
フ
ァ
イ
ル
・
ジ
ェ
ー
ラ
の
提
供
と
移
動
に
関
す

る
制
御
」
の
検
討
と
応
用
が
始
ま
っ
た
。
二
〇
一
五
年
秋
か
ら
は
、
利
用
者
か
ら
史

料
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
閲
覧
室
で
の
閲
覧
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
隔
の
場
合
に

お
い
て
も
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」【 « Л

ичны
й кабинет» 

ロ
シ
ア
で

使
わ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
た
電
子
認
証
シ
ス
テ
ム
の
名
前
、「
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
の
意
味
】
経
由
で
、
電
子
形
態
で
の
み
で
対
応
し
て

い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
は
、
大
統
領
図
書
館
の
た
め
に

ス
キ
ャ
ン
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ピ
ー
と
史
料
の
記
述
目
録
で
も
っ
て
、
ロ
シ
ア
国
立
歴

史
文
書
館
の
統
一
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
徹
底
的
に
補
完
し
始
め
た
。

シ
ス
テ
ム
は
、
日
常
的
に
閲
覧
室
に
お
い
て
電
子
形
態
で
閲
覧
可
能
な
文
書
フ
ァ

イ
ル
・
ジ
ェ
ー
ラ
の
提
供
を
自
動
的
に
拒
否
す
る
。

史
料
フ
ァ
イ
ル
・
ジ
ェ
ー
ラ
の
移
動
の
制
御
は
、
ジ
ェ
ー
ラ
の
出
庫
【
ロ
グ
イ

ン
】、
提
供
か
ら
返
却
【
ロ
グ
オ
フ
】
ま
で
、
フ
ァ
イ
ル
に
付
け
ら
れ
た
バ
ー
コ
ー

ド
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
。
サ
ー
バ
ー
か
ら
利
用
者
へ
、
そ
の
逆
で
利
用
者
か
ら
サ
ー

バ
ー
へ
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、
史
料
フ
ァ
イ
ル
の
移
動
に
際
し
、

そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
こ
の
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
。

今
日
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
内
に
お
い
て
は
、
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

K
A

ISA

（
文
書
館
総
合
自
動
情
報
シ
ス
テ
ム
）
が
利
用
さ
れ
成
功
し
て
い
る
。
同

シ
ス
テ
ム
は
、
閲
覧
室
と
文
書
館
サ
ー
バ
ー
で
、
十
二
分
に
稼
動
し
て
い
る
。「
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
経
由
の
利
用
者
の
電
子
請
求
に
も
、
フ
ォ
ー
ム
を
つ

く
り
、
対
応
し
て
い
る
。
文
書
館
サ
ー
バ
ー
へ
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
た
電

子
請
求
は
、
利
用
者
に
対
象
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
あ
る
い
は
電
子
フ
ォ
ン
ド

の
有
無
に
応
じ
て
、
提
供
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
文
書
館
の
保
存
庫
か
ら
文
書
原

本
引
き
出
し
の
電
子
登
録
を
行
う
と
同
時
に
、
コ
ピ
ー
請
求
数
も
ま
た
、
制
御
す

る
。
文
書
館
サ
ー
バ
ー
へ
の
返
却
に
要
す
る
期
間
、
常
設
ス
ト
レ
ー
ジ
場
所
へ
の
返

却
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
シ
ス
テ
ム
は
考
慮
し
て
い
る
。

請
求
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
は
、
文
書
館
サ
ー
バ
ー
部
門
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
Ｉ
Ｄ
が

読
み
取
ら
れ
た
後
に
の
み
、
サ
ー
バ
ー
か
ら
出
庫
さ
れ
る
。
こ
の
Ｉ
Ｄ
の
役
割
は
文

書
移
動
の
全
行
程
を
追
跡
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
イ
ル
を
あ
る
担
当

部
署
か
ら
別
の
担
当
部
署
に
転
送
し
、
請
求
者
の
閲
覧
に
供
し
、
そ
の
後
、
文
書
館

の
専
門
部
門
へ
の
返
却
、
文
書
館
の
特
定
の
サ
ー
バ
ー
に
戻
す
と
い
っ
た
行
程
の
追

跡
管
理
で
あ
る
。

Ｉ
Ｄ
は
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
り
読
み
取
ら
れ
、
こ
の
情
報
が
シ
ス
テ
ム
に
送
ら
れ
る

と
、
文
書
フ
ァ
イ
ル
が
現
在
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
こ
と
が

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
フ
ァ
イ
ル
に
も
当
て
は
ま
る
。

ス
キ
ャ
ン
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ア
ク

セ
ス
を
シ
ス
テ
ム
が
考
察
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
何
ら
か
の
特
定
の
歴
史
文
書

を
職
員
が
書
庫
か
ら
何
度
出
し
入
れ
し
な
い
で
済
ん
だ
か
、
そ
の
回
数
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
り
文
書
保
管
の
安
全
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
も
ま
た
、
文
書
館
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
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今
日
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
総
合
自
動
情
報
シ
ス
テ
ム
（K

A
ISA

）
の
検

索
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
、
公
開
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書

館
電
子
サ
ー
バ
ー
に
コ
ピ
ー
が
保
存
単
位
で
三
四
〇
，〇
〇
〇
保
存
単
位
以
上
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
よ
そ
三
五
二
〇
万
件
の
ス
キ
ャ
ン
フ
ァ
イ
ル
だ
が
、
ロ

シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
文
書
の
わ
ず
か
四
パ
ー
セ

ン
ト
弱
し
か
占
め
て
い
な
い
。
ス
キ
ャ
ン
さ
れ
た
文
書
は
、
電
子
形
態
で
、
閲
覧
室

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
お
よ
び
、
文
書
館
の
カ
タ
ロ
グ
（
総
計
二
五
ヶ
所
）
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
フ
ォ
ン
ド
の
総
ス
ト
レ
ー
ジ
・
ユ
ニ

ッ
ト
数
は
七
〇
〇
万
以
上
あ
る
。
単
純
な
数
学
的
計
算
で
は
、
こ
の
ま
ま
の
ス
ピ
ー

ド
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
続
け
る
と
、
現
在
年
間
三
五
〇
万
件
で
あ
る
か
ら
、
ロ
シ
ア
歴

史
文
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
全
史
料
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
我
々
の
課
題
が
達
成
さ
れ
る

の
に
、
こ
れ
か
ら
先
、
数
十
年
か
か
る
計
算
に
な
る
。

自
動
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
進
化
と
完
成
、
ス
キ
ャ
ン
さ
れ
た
文
書
の
保
存
と
利

用
、
文
書
フ
ァ
イ
ル
を
出
庫
す
る
た
め
の
電
子
請
求
シ
ス
テ
ム
、
出
庫
【
ロ
グ
イ

ン
】
と
返
却
【
ロ
グ
オ
フ
】
の
制
御
、
シ
ス
テ
ム
機
能
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た

管
理
、
文
書
館
史
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
の
実
現
、
文
書
館
相
互
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
横
断
、
文
書
館
と
利
用
者
の
双
方
向
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
で
き
る
可

能
性
の
構
築
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
我
々
の
考
え
で
は
、
文
書
館
部
門
の
「
デ
ジ
タ

ル
化
」
で
あ
る
。

�

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
） 

�

【　

】
内
は
訳
注
。




